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昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

一
月

・
日
貨
（
日
本
製
品
）
排
斥
運
動
激
化

・
岐
阜
県
犀
川
切
り
落
と
し
反
対
町
民
一
五
〇
〇
人
県
庁
へ
デ
モ
。
三
五
〇
〇
人
に
膨
ら
ん
で
暴
動
。

・
朝
鮮
元
山
の
石
油
・
運
輸
労
働
者
一
五
〇
〇
人
ス
ト

・
民
政
党
の
中
野
正
剛　

張
作
霖
爆
殺
事
件
で
追
放

・
上
野
松
坂
屋
火
災

・
中
国
の
改
訂
輸
入
税
率
を
承
認

二
月

・
東
西
預
金
協
定
銀
行　

預
金
利
率
引
き
下
げ

・
衆
議
院　

内
閣
不
信
任
案
否
決

・
日
本
寄
生
虫
学
界
設
立

こ
と
な
ど
、
数
多
く
の
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
自
ら
の
怠
慢
を
否
定
し
な
い
も
の
の
、
ま
る
で
何
も
身
に

つ
か
な
い
カ
ラ
ッ
ポ
の
生
活
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
年
ご
と
に
戦
争
に
向
か
っ
て
い
く
事
実
、
戦
時
に
お
い
て
も
明
ら
か
に
敗
戦
が
見
え
て
い
る
こ
と
が

通
常
の
感
覚
の
持
ち
主
な
ら
分
か
る
筈
な
の
に
、
そ
の
通
常
の
感
覚
を
大
多
数
の
国
民
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

か
っ
た
の
が
悔
し
い
。

　

た
だ
、
戦
争
の
故
に  

…
… 

。
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・
大
学
卒
の
就
職
率
五
三
％　

東
大
卒
三
〇
％

四
月

・
東
京
、
大
阪
に
工
業
大
学
新
設
・
東
京
、
広
島
に
文
理
科
大
学
と
高
等
師
範
学
校
新
設

・
壽
屋
初
の
国
産
ウ
イ
ス
キ
ー
「
サ
ン
ト
リ
ー
」
発
売
（
四
円
五
〇
銭
）

・
日
本
航
空　

立
川 

～ 

福
岡
間
定
期
運
行
開
始　

・
甲
子
園
に
阪
神
パ
ー
ク
開
園

・
玉
川
学
園
新
設

・
東
京
府
立
高
校
新
設

・
対
支
非
干
渉
闘
争
週
間
開
始

・
兵
庫
県
太
子
駅
付
近
で
電
車
三
重
衝
突　

死
傷
者
約
一
〇
〇
人

・
日
本 

～ 

欧
州
間　

無
線
電
信
開
始

・
阪
急
百
貨
店
開
業

・
日
本
共
産
党
員
を
全
国
一
斉
検
挙

・
金・

・

・

解
禁
近
し
と
東
京
株
式
売
物
殺
到

・
説
教
強
盗
事
件
逮
捕
（
注
１
）

・
宮
城
県
気
仙
沼
町
大
火　

焼
失
一
〇
〇
〇
余
戸

・
青
森
県
車
刀
村　

小
作
争
動　

警
官
と
乱
闘

・
武
蔵
野
音
楽
学
校
設
立

三
月

・
国
技
館
で
台
湾
博
覧
会

・
横
浜
市
電　

九
七
五
人
首
切
り
反
対
ス
ト

・
横
浜
船
渠
工
信
会　

四
九
〇
〇
人
賃
上
げ
ス
ト

・
治
安
維
持
法
改
正
反
対
の
山
本
宣
治
代
議
士
を
右
翼
が
刺
殺

・
山
本
宣
治
ら
の
労
農
祭
で
検
挙
者
数
一
〇
〇
人

・
茨
城
県
石
岡
町
大
火　

焼
失
一
五
三
〇
戸

・
済
南
事
件　

日
華
間
で
協
定
調
印

・
航
空
郵
便
規
則
公
布

・
国
宝
保
存
法
公
布

・
家
畜
保
険
法
公
布
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六
月

・
第
一
回
大
阪 

～ 

東
京
間
マ
ラ
ソ
ン
大
会

・
犬
養
毅
ら
南
京
の
孫
文
慰
霊
祭
に
参
列

・
政
府　

中
華
民
国
を
承
認

・
拓
務
省
新
設

・
東
京 

～ 

立
川
間
の
省
線
電
車
開
通

・
朝
鮮
疑
獄
事
件
発
生

・
長
崎
県
松
島
炭
坑　

浸
水
で
死
者
四
二
人

・
万
国
郵
便
条
約
調
印

・
邦
楽
座　

楽
士
の
解
雇
開
始

・
教
員
の
給
料
不
払
い
減
俸
が
全
国
的
に

・
台
風
本
州
縦
断　

死
者
不
明
者
約
一
六
〇
人

・
日
本
鉱
業
（
株
）
設
立

・
東
京
マ
ネ
キ
ン
倶
楽
部
結
成

五
月

・
第
一
〇
回
メ
ー
デ
ー

・
東
京
の
正
午
の
空
砲
が
サ
イ
レ
ン
に

・
東
京
行
進
曲
の
レ
コ
ー
ド
発
売

・
南
京
・
漢
口
両
事
件　

解
決
文
書
に
調
印

・
ト
ー
キ
ー
上
映
開
始
（
ア
メ
リ
カ
の
『
進
軍
』）

・
陸
軍
将
校
一
夕
会
を
結
成
し
、
満
蒙
問
題
の
解
決
を
目
指
す

・
ガ
ス
の
非
買
同
盟
結
成

・
岐
阜
県
船
津
町
大
火　

死
者
二
名　

焼
失
家
屋
六
二
〇
戸

・
海
軍
機　

横
須
賀 

～ 

サ
イ
パ
ン
間
の
飛
行
成
功

・
樺
太
留
多
加
町
山
林
大
火　

死
者
一
〇
〇
余
人　

焼
失
家
屋
一
〇
〇
〇
余
戸

・
石
川
島
自
動
車
製
作
所
発
足　

新
車
「
ス
ミ
ダ｣

製
作
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・
第
一
回
全
日
本
学
生
庭
球
選
手
権
大
会

・
ド
イ
ツ
飛
行
船
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号
世
界
一
周
中
、
霞
ヶ
浦
に
到
着

・
浜
口
首
相　

緊
縮
政
策
を
全
国
放
送

・
北
海
道
鉄
道
疑
獄
事
件　

売
勲
疑
獄
事
件

・
宮
本
顕
治
の
『
敗
北
の
文
学
』
が
『
改
造
』
に
一
等
入
選

九
月

・
新
歌
舞
伎
座
開
場

・
東
京  

～  

下
関
間
の
特
急
列
車
「
富
士
」「
櫻
」
誕
生

・
小
林
多
喜
二
の
『
蟹
工
船
』
刊
行
さ
れ
る
も
発
禁
処
分
（
注
３
）

・
奄
美
大
島
暴
風
雨　

死
者
一
〇
人　

全
壊
家
屋
一
四
三
〇
戸

・
全
国
的
に
酒
な
し
デ
ー
実
施

・
一
銭
入
れ
る
と
三
〇
ℓ
の
水
が
出
る
「
一
銭
水
道
」
が
ジ
ャ
ワ
か
ら
届
く

七
月

・
田
中
内
閣
総
辞
職
（
注
２
）

・
文
部
省
思
想
対
策
強
化

・
婦
人
・
年
少
者
の
深
夜
労
働
禁
止

・
浜
口
内
閣
成
立

・
金
解
禁　

緊
縮
財
政　

株
式
続
落

・（
株
）
昭
和
製
鋼
所
設
立

・
横
浜
正
金
銀
行　

輸
出
手
形
の
買
入
開
始

・
ソ
連　

対
華
国
交
断
絶

・
日
航　

東
京 

～ 

大
阪 

～ 

福
岡
間　

定
期
旅
客
運
送
開
始

・
全
産
業
労
働
組
合
全
国
会
議
設
立

八
月

・
北
海
道
上
歌
志
内
炭
坑
爆
発　

死
者
七
〇
余
人

・
全
国
暴
力
団
八
八
四
人　

一
斉
検
挙



19 ー 昭和 4 年 ー（1929） 18

十
一
月

・
内
務
省 

全
国
失
業
調
査
三
〇
万
一
九
五
人
と
発
表

・
労
農
党
結
成
（
大
山
郁
夫
ら
）

・
朝
鮮
で
反
日
学
生
運
動
激
化

・
ラ
ジ
オ
全
国
中
継
開
始

・
政
府
金
輸
出
解
禁
を
発
表
（
施
行
は
翌
年
一
月
十
一
日
）

・
日
本
国
民
党
結
成

・（
株
）
播
磨
造
船
所
設
立

・
秋
田
県
前
田
村
で
小
作
争
動　

警
官
と
乱
闘

・
五
私
鉄
疑
獄
事
件
に
関
し
、
小
橋
文
相
辞
職

・
佐
分
利
駐
華
公
使　

ピ
ス
ト
ル
自
殺
（
注
４
）

・
労
農
大
衆
党
結
成
（
水
谷
長
三
郎
ら
）

十
月

・
新
聞
値
下
げ
で
九
〇
銭

・
小
西
本
店　

初
の
国
産
写
真
フ
ィ
ル
ム
発
売

・
世
界
恐
慌
起
こ
る

・
日
本
郵
船　

冷
蔵
庫
を
備
え
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
線
就
航

・
犬
養
毅　

政
友
会
総
裁
に
就
任

・
農
業
土
木
学
会
設
立

・
日
比
谷
公
会
堂
開
場

・
東
京
で
知
識
階
級
の
失
業
者
登
録
を
開
始

・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
株
式
大
暴
落
で
破
産
者
続
出　

生
糸
価
格
も
崩
落

・
東
京
市
が
多
産
制
限
を
指
導

・
小
菅
刑
務
所
落
成

・
小
学
校
長
会　

中
学
入
学
筆
記
試
験
復
活
反
対
を
唱
え
る
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（
注
１
）

　

二
月
二
十
三
日　

説
教
強
盗
が
逮
捕
さ
れ
た
。
物
品
を
盗
む
と
長
時
間
に
亘
っ
て
居
座
り
、
防
犯
の

心
得
な
ど
説
教
す
る
と
い
う
摩
訶
不
思
議
な
事
件
で
、
前
年
秋
か
ら
一
〇
〇
件
に
及
ぶ
犯
行
を
繰
り
返

し
て
い
た
。
新
聞
に
も
自
首
を
勧
め
る
広
告
が
出
た
り
、
数
十
万
と
い
う
指
紋
の
照
合
か
ら
犯
人
が
絞

ら
れ
、
二
〇
〇
〇
人
の
警
官
が
動
員
さ
れ
た
末
、
検
挙
に
至
っ
た
。
判
決
は
無
期
懲
役
、
昭
和
二
十
三

年
に
仮
出
獄
し
て
い
る
。

（
注
２
）

　

昭
和
三
年
六
月
、
中
国
軍
閥
の
張
作
霖
が
国
民
軍
に
追
わ
れ
、
北
京
か
ら
奉
天
に
向
か
う
途
中
、
列

車
が
爆
破
さ
れ
て
死
亡
す
る
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
れ
は
関
東
軍
の
河
本
大
佐
ら
に
よ
る
犯
行
だ
っ
た

が
、
こ
れ
を
秘
し
「
事
件
は
蒋
介
石
側
の
テ
ロ
集
団
が
や
っ
た
」
と
発
表
し
た
。
し
か
し
、
一
般
に
は

関
東
軍
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
て
い
た
し
、
新
聞
も
そ
の
旨
の
報
道
を
始
め
そ
の
成
り
行
き
が
注
目
さ

れ
る
中
、
政
府
は
陸
軍
の
圧
力
で
河
本
大
佐
を
停
職
処
分
に
留
め
て
い
た
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
天
皇
の
下
問
に
対
す
る
田
中
総
理
の
再
三
に
わ
た
る
釈
明
が
、
軍
を
抑
え
ら
れ
な

い
た
め
要
領
を
得
ず
、『
昭
和
天
皇
独
自
録
』
文
芸
春
秋
社
（
刊
）
に
よ
れ
ば
、
天
皇
は
「
前
の
話
と

は
違
う
で
は
な
い
か
」
と
叱
責
、
遂
に
総
理
辞
職
に
発
展
し
、
七
月
河
本
大
佐
は
退
役
処
分
と
な
っ
た
。

十
二
月

・
東
京
市
電
争
議
発
生

・
全
国
製
糸
業
者
一
斉
休
業

・
東
京
駅
八
重
洲
口
完
成

・
社
会
民
衆
党
分
裂

・
日
本
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ス　

一
三
〇
〇
人
解
雇
反
対
争
議

・
東
京
電
気
（
株
）　

写
真
電
送
変
調
方
式
の
特
許
取
得

・
上
越
線
の
清
水
ト
ン
ネ
ル
開
通　

九
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

・
北
京
近
郊
で
北
京
原
人
の
化
石
発
見
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十
月
二
十
四
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
株
式
市
場
が
大
暴
落
し
、
日
本
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
世
界
恐

慌
の
始
ま
り
で
あ
る
。
多
く
の
工
場
は
潰
れ
て
い
き
、
破
産
す
る
も
の
が
相
次
い
だ
。
農
村
の
窮
乏
は
ま
こ
と

に
激
し
く
、
借
金
に
悩
み
、
担
保
の
農
地
取
り
上
げ
に
神
経
を
と
が
ら
せ
た
。
米
価
は
半
額
、
繭ま
ゆ

は
三
分
の
一

の
値
。
村
に
よ
っ
て
は
米
一
俵
が
六
円
二
〇
銭
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
小
作
人
は
泣
く
泣
く
娘
や
馬
を
売
る
と
い

う
始
末
で
、
地
主
と
小
作
人
の
対
立
騒
動
が
続
き
、
裁
判
沙
汰
に
発
展
し
て
い
く
。
し
か
も
そ
の
裁
判
の
一
審

と
二
審
で
は
、
小
作
人
の
勝
訴
か
ら
敗
訴
と
な
っ
て
確
定
す
る
。
し
か
し
、
裁
判
が
確
定
し
て
も
尚
両
者
の
対

立
は
収
ま
ら
ず
、
暴
力
事
件
ま
で
発
生
す
る
が
、
五
年
越
し
で
や
っ
と
和
解
が
成
立
し
た
。「
取
り
上
げ
た
土

地
は
小
作
人
に
返
す
。
小
作
料
は
大
正
十
四
年
以
降
よ
り
値
上
げ
を
認
め
る
」
と
い
う
の
が
和
解
条
件
で
あ
っ

た
。
娘
の
身
売
り
を
は
じ
め
、
弁
当
を
持
っ
て
来
ら
れ
な
い
児
童
、
一
家
心
中
、
売
春
、
首
切
り
、
借
金
等
々
、

大
変
な
年
に
な
っ
た
。

　

浜
口
首
相
が
「
底
の
知
れ
な
い
不
景
気
」
と
い
っ
た
の
も
こ
の
年
。
街
で
は
「
近
日
突
然
廃
業
に
つ
き
予
告
」

と
い
う
看
板
が
出
た
の
も
笑
え
な
い
。「
大
学
は
出
た
け
れ
ど
」
が
囁
か
れ
、
映
画
に
も
な
っ
た
。
企
業
は
大

学
卒
を
採
用
せ
ず
、
全
国
の
失
業
者
は
内
務
省
発
表
を
遙
か
に
超
え
、
一
〇
〇
万
人
と
ま
で
言
わ
れ
た
。

　

何
時
の
世
で
も
対
立
す
る
世
界
が
あ
る
も
の
で
、
小
作
人
の
苦
し
み
も
我
々
に
は
何
の
関
係
も
な
い
と
言
わ

ん
ば
か
り
に
、
エ
ラ
カ
タ
さ
ん
の
汚
職
が
続
い
た
。
私
鉄
五
社
か
ら
収
賄
し
た
鉄
道
相
、
叙
勲
に
絡
ん
で
収
賄

し
た
賞
勲
局
総
裁
、
釜
山
取
引
所
に
絡
ん
で
収
賄
し
た
朝
鮮
総
督
府
総
裁
な
ど
破
廉
恥
な
事
件
が
あ
げ
ら
れ
る

の
だ
が
、
こ
の
人
た
ち
は
五
年
に
亘
る
小
作
騒
動
を
ど
ん
な
眼
で
見
つ
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
注
３
）

　

小
林
多
喜
二
が
筆
を
執
っ
た
の
は
、
昭
和
三
年
十
月
、
翌
年
三
月
に
完
成
、
五
・
六
月
号
の
『
戦
旗
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
一
年
あ
ま
り
を
費
や
し
て
調
査
し
、
北
洋
漁
業
の
船
内
に
お
け
る
労
働
者

虐
待
、
囚
人
的
労
働
や
組
織
の
実
態
に
迫
っ
た
。
作
品
の
中
に
、
蟹
缶
詰
の
献
上
に
あ
た
り
「
石
こ
ろ

で
も
入
れ
て
お
け
」
と
い
う
発
言
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
が
不
敬
罪
に
該
当
す
る
と
発
売
禁
止
に
な
っ

た
。
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
し
て
果
た
し
た
役
割
は
大
き
く
、
作
品
は
世
界
各
国
に
翻
訳
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

（
注
４
）

　

佐
分
利
公
使
は
、
前
夜
箱
根
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
が
、
翌
朝
拳
銃
を
手
に
し
、
頭
か
ら
血
を
流
し

て
死
ん
で
い
た
。
対
中
国
と
の
交
渉
が
難
航
し
た
責
任
を
と
っ
て
自
殺
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
右
翼
あ
る
い
は
軍
に
よ
る
犯
行
と
み
る
意
見
も
あ
る
。
彼
等
に
よ
れ
ば
、
公
使
が
支
那
に
好
意

的
だ
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。


